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り
ま
子
。社

会
福
祉
基
金

の
使
い
み
ち
は

モ
れ
で
は
、
社
会
福
祉
基
金
白
使
い

導
L
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

粗
ま
ず
第
一
は
「
霊
の
ふ
れ
あ
い
広

箆
揖
」
喧
ず
。
心
豊
か
な
思
い
や
り
む
心

杜
を
高
め
よ
う
と
、
お
年
寄
D
、
障
害

供
た
ち
も

2

者
、
母
子
、
父
子
一
と
地
境
問
民
と
宅

誉

流

b
t爾
っ
て
い
ま
す
。

養

意

の

寄

付

制

一

一

番

目

は

「

一

人

暮

白

し

老

人

選

、
食
」
で
す
。
お
年
寄
り
由
栄
養
、
部
独

昨
年
、
松
が
丘
小
学
校
四
年
四
組

し
か
ら
由
解
放
、
運
動
式I
足
白
解
情
そ
閉
山

〈
大
島
節
子
教
諭
〉
は
、
選
路
や
公
劉

揺
り
な
が
ら
、
盤
貴
金
を
開
い
て
一
地
壊
の

を
き
れ
い
に
し
よ
ラ
と
、
む
み
の
勉
強

人
方
々
と
空
流
を
回
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
公
園
や
道
路
に
落
ち
で
い
る
あ
吾

社

会

福

基

金

は

、

計

画

に

基

づ

き

円

で

、

章

一

貫

工

萱

ハ

十

八

万

波

し

た

収

益

金

や

一

皇

室

、

長

信

容

を

つ

け

、

議

会

で

話

し

合

時

一

…

一

番

高

「

地

区

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

田

市

が

一

年

に

李

方

向

ず

つ

一

一

一

年

間

で

九

千

七

百

七

十

お

と

な

り

、

二

億

円

開

ま

つ

り

の

バ

ザ

ー

の

収

益

金

、

学

校

い

、

ゆ

と

り

の

時

間

や

学

校

の

登

・

下

品

震

と

富

障

害

著

書

ボ

タ

ン

チ

一
憶
五
五
方
向
を
支
出
し
ま
し
ゃ
~
市
の
目
標
達
聞
に
あ
と
一
千
六
百
一
一
一
十
一
の
文
化
摂
な
ど
の
静
金
、
入
学
@
卒
業
世
に
集
め
る
よ
う
視
点
凹
ま
し
た
。
そ
れ

M

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
自
助
成
」
で
す

民

自

み

な

さ

ん

や

良

問

団

体

な

ど

の

善

万

二

百

二

十

三

月

と

な

り

ま

し

ゃ

~

時

の

記

念

な

ど

、

み

な

さ

ん

の

あ

た

た

か

ら

一

年

間

、

み

ん

な

で

拾

い

聾

め

た

一

四

番

問

は

「

ね

た

き

b
者
人
の
慰

麗

に

よ

る

帯

雨

は

、

九

月

一

日

塁

、

己

白

よ

う

に

。

寄

せ

ら

れ

た

浄

財

は

か

い

善

意

が

多

数

寄

せ

ら

れ

た

も

の

で

ら

一

万

六

千

四

百

十

七

円

に

な

り

ま

し

借

関

」

で

、

繁

喜

お

む

つ

を

贈

っ

て

2
7
ヤ

一

一

一

言

六

十

八

万

九

千

七

言

七

十

七

老

人

会

中

自

治

会

な

ど

ま

書

缶

を

回

す

。

た

。

さ

っ

そ

ぐ

、

社

会

福

止

基

金

日

議

噂

い

ま

す

。

付
し
て
い
ま
す
。

t

軒
己
の
ほ
か
、
低
所
得
事
の
生
活
一

議
時
時
付
金
、
ね
た
き
白
老
人
審
謹
指
導

松
延
小
学
校
白
六
年
二
組
(
草
山
力

教

諭

)

は

、

卒

業

記

念

に

向

か

良

い

置

な

ど

が

義

金

管

理

萎

員

会

L
よ
っ
て
世

話
義
宇
っ
と
み
ん
な
で
話
し
台
れ
ま
し
た
。
八
月
二
十
二
日
語
、
一
富
士
万
一
千
四
十
一
}
一
言
全
額
寄
定
さ
れ
ま
す
。

ぃ
、
恵
ま
れ
な
い
人
や
因
っ
て
い
る
人
般
の
笠
徒
に
も
書
加
を
呼
び
か
け
て
、
付
し
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。
今
時
は
さ
岳
に
、
ね
た
き
り
老
人
や

の
た
め
に
向
か
し
よ
う
と
訣
め
ま
し
八
十
人
が
中
原
棉
殿
に
あ
る
老
人
ホ
l

独
居
者
人
、
障
害
者
予
、
火
災
報
知
機

た
。
そ
ζ
で
、
お
こ
づ
か
い
を
出
し
あ
ム
を
訪
問
し
、
屋
内
外
の
満
掃
や
ワ
ツ
鋼
人
か
ら
の
寄
付
も
が
必
委
な
家
庭
に
一
一
言
萎
設
置
す
る
事

っ
て
社
会
福
祉
基
金
に
七
五
二
百
六
十
ク
ス
壁

D
の
作
業
、
お
年
寄
り
と
の
民
個
人
か
ら
の
寄
付
も
多
く
、
匿
名
で
業
空
行
う
予
定
で
一
す
a

円

を

寄

付

し

て

い

ま

す

。

語

、

話

K白
い
な
ど
の
交
流
一
を
行
っ
て
住
民
弘
延
期
間
に
忍
十
円
贈
っ
て
こ
ら
れ
活
援
す
る
噛
富
士
見
地
区

神
明
中
学
校
で
は
、
関
根
以
来
日
戸
止
い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
し
て
る
方
、
祝
い
と
と
@
益
金
、
香
典
返
し

世
番
塁
が
中
心
と
な
り
、
一
塁

i
い
る
の
で
、
己
裂
は
十
二
月
に
訪
問
白
一
部
を
一
軍
兵
る
方
な
ど
さ
喜
す
で
に
基
福
祉
基
金
露
英
(
利

明
連
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
一
ニ
万
す
る
モ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
募
金
ま
で
す
。
生
前
年
寄
一
の
が
半
壇
市
に
お
子
)
を
活
用
し
て
い
る
ポ
一
フ
ン
テ
ィ
ア

仲
平
百
六
十
一
一
一
円
、
今
言
一
万
八
千
活
動

Eで
な
く
ポ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
世
話
に
な
り
ま
し
た
と
、
雲
市
長
活
動
の
盛
ん
な
富
士
児
童
基
福
祉

柑
喜
朗
十
一
ニ
盟
社
会
福
祉
基
金
量
も
盛
ん
に
汗
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
の
方
か
ら
一
一
一
百
万
円
蔵

Zれ
協
議
会
議
長
志
村
良
平
氏
)
は
、
地

喝
付
し
て
い
ま
す
。
募
金
万
法
を
坐
捷
こ
ま
た
、
五
積
ケ
命
高
校
主
徒
八
時
間
四
よ
た
こ
と
も
あ
わ

J

、
善
意
白
浄
聞
は
、

5

昨
悼
の
ふ
れ
あ
い
事
業
や
睦
月
一
人
事
ら

れ
際
く
主
み
ん
な
に
呼
び
か
け
る
た
恥
予
定
、
文
化
曹
の
パ
ザ
!
な
E
の
収
録
に
呂
に
大
き
な
繭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
者
会
事
て
の
結
貴
重
、
富

ご
軒
目
U
U
N
I河
内
刊
す
で
に
一
千
吉
方
舟
の
豊
一
間
が

H
U
J日
時
間
同
日
計
七
都

軸
重
た
ま
り
ま
す
ロ
授
業
震
に
き
た
と
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
が
、

2
5
(八

月
一
日
現
在
〉
七
を
訪
ね
て
み
る
と
、
招
持
さ
れ
た
約
一
一

日
均
お
母
さ
ん
万
も
と
き
ど
き
協
力
し
て
く
、
b
れ
た
浄
財
に
よ
り
、
昨
年
は
一
二
百
九
富
士
万
七
千
向
案
票
、
福
祉
十
人
白
一
人
事
品
し
老
人
が
、
マ
マ
自

問
れ
る
の
で
一
助
か
D
ま
ず
し
と
答
王
子
十
七
万
四
手
五
百
円
の
果
実
(
利
子
)
活
動
の
援
助
金

Eて
活
用
さ
れ
て
お
金
聖
書
ら
れ
た
属
苦
楽
し
生
つ

に
貴
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

心

己

の

よ

v
z
h
社
会
福
祉
基
金
は
ス

酔

タ

ー

し

た

ば

か

り

で

す

が

、

富

田

員

品

た

た

か

い

善

議

に

よ

D
、
福
役
立
出
動

委

は

一

揖

一

揖

克

翼

さ

れ

て

お

り

ま

す

e

祉議

み

な

さ

ん

も

ぜ

び

、

ニ

暗

所

門

の

社

会

議

松
基
金
に
む
協
力
者
お
願
い
し
ま
す
。

平
壇
市
は
、
福
祉
活
動
白
握
助
や
ポ
ラ

y
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
青
嵐
を
留
ろ
う
と
、
昭
和
五
十
六
年
震
か
ら
三
年

閤
で
二
億
円
を
積
み
立
て
る
、
社
会
福
祉
基
金
制
産
を
進
め
て
い
ま
す
。
積
立
金
は
、
計
画
に
基
づ
き
市
が
一
憶
五

千
方
何
者
支
出
し
、
強
り
の
五
千
方
向
は
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
広
〈
南
民
の
み
な
さ
ん
の
善
議
と
協
力
を
時
び
か
け

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
基
金
色
輔
副
都
年
次
で
あ
り
、
一
一
憎
円
の
自
曙
に
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
a

市
民
の
み

な
さ
ん
、
着
意
の
輔
が
苧
ら
に
大
き
く
広
が
る
よ
う
、
告
替
差
出
に
む
協
力
歩
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
社
会
福
抽

碁
金
目
白
情
実
(
利
子
T
〉
は
、
福
祉
事
業
の
活
動
資
金
や
謹
助
費
と
し
、
昨
年
か
ら
ず
だ
L
活
用
苦
れ
て
い
ま
す
。

あ
と

人口 224，119人
世帯 71，悦8t量得
(58年 8月 1日現夜〉

な
か
で
も
子
供
出
醤
麓
が
自
に
つ
く

の
で
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し

ょ'フ。

業

よ

蓄

基

体

の

禽

成
宏
穫
た
傘
り
老
人
家
瞳

議

申

へ

の

援

助

3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
務

修
会

4
低
所
得
家
畿
の
鵠
助

6

一
人
事
ら
し
老
人
へ

の
緩
助
努
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(2) 第 386号

か
ら
秩

一鍛喜事務.，司・町ヨマ 9・・・・.，司・ 0・.，.咽刷怠 e・・・・曾伺..同 0・目包...‘10名
学校教育法による大学的課程を、昭和58年 3月以降

車業した者および昭和59年 3J'lに卒業する見込み¢者

で、昭和34年 4J'l2日以降に生まれた方。

土木・機織・電電気........…・…同 H ・M ・S・-各 1名

建築 ‘..・.. ・・守・ H ・H ・....… e ・ 0・.........3名

学校教宵法による大学由専門課程在、昭和58時 3月

以降車遣した者および昭和51<年3月に卒業する見込み

の者で、昭和34年 4月 2日以降に生まれた方。

栄婆土日 ・.................，.. ・・ 2名

学校教育法による短期大学以上の諜種空、昭和42年
3月以降卒業し、栄聾土自費格を有する方。

技能労務職〔電気・化学)… e・e・…ー各?名

学校教膏浩による高等学校以上の専門諜穫を卒業し

た者で、昭和33年 4J'l2日以降に生まれた方。

技能労務磯 G青掃〕・…・昼......….. . . . . . .若干名

学校教育法による中学校以上を卒業した者で、昭和

21年 4月 2臼以降に生まれた方。

⑨受験手続宮 9月16臼〈金)~9月24白 C土〉まで

に受験申込書在職調諜人零時系に提出する。ただし、

日祭臼を除〈午前8時30分から午控5時〈土摺日は

lE午〉まで。

・受験申込書は職員課へ E電話23-1111肉 離321)
骨試験日 10月 2日〈包J

会
・
受
通
事
故

M
H

ぜ
ロ
“
者
自
指
し

A

守
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
円
口
間
、
秋
の
余
盟
交
遜
官

会
安
全
運
爵
が
行
わ
れ
る
。
市
内
で
は
、
今
時
に
入
り
す
立
に
釘
宮
六
十
七
停
の
市
首
(
通
事
故
が
発
生
し
て
い
会

合
る
。

ζ
れ
は
、
一
日
に
約
二
件
白
交
通
事
故
炉
、
話
沼
市
内
の
ど
乙
か
で
起
き
て
い
る
ζ
と
に
な
る
。
モ
官

世
し
て
、

ζ
由
悲
一
慢
な
交
通
事
故
に
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
一
の
ま
で
が
巻
長
)
込
ま
れ
で
い
る
。
皆
さ
ん
、
布
留
(
通
岳
官

会
事
故
は
一
人
ω

人
白
気
配
り
で
防
ぐ
ζ
と
が
で
き
る
。
交
通
ん
i
ル
を
守
的
ν
交
遜
事
散
を
な
く
そ
う
。
カ

一
一
番
自
の
安
藤
さ
ん

葺
石
川
京
一
市
長
は
、
八
月
一
一
一
ふ
一
日
目
高
齢
者
一
二
人
少
訪
問
、
九
月
一
一
一
日
に

柑
市
内
の
最
高
年
齢
者
、
岡
崎
に
お
住
ま
は
、
百
一
一
揖
の
府
川
イ
セ
S
ん
ら
四
人

投
い
白
安
藤
か
吉
さ
ん
を
訪
討
し
て
、
記
雪
訪
問
し
記
念
品
を
贈
っ
て
、
モ
れ
ぞ

搭
念
品
を
贈
D
、
長
講
を
お
祝
い
し
た
。
れ
長
寿
を
祝
福
し
た
a

保
安
藤
か
ざ
さ
ん
は
、
県
ド
で
一
ニ
番
目
前
内
の
高
齢
者
は
次
白
と
お
り
〈
敬

認

と

い

皇

警

今

年

百

一

一

考

市

長

義

)

い
叫
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
健
援
に
注
意
し
・
安
藤
か
ぎ
(
間
蝿
)
百
三
歳

絶
て
神
奈
川
県
で
一
番
の
長
寿
に
な
っ
て
・
府
川
イ
セ
〈
夕
陽
ケ
百
)
百
二
歳

知
く
だ
さ
い
」
と
鼠
ま
さ
れ
、
「
市
長
さ
ふ
臼
つ
い
(
中
間
土
)
九
十
九
議

ん
も
お
忙
し
い
拡
な
む
で
散
み
過
ぎ
た

z

古
聞
弥
助
(
代
宮
町
〕
九
士
ん
歳

り
、
貴
べ
過
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
誌
に

e
事
告
ひ
さ
(
唐
ケ
原
)
九
十
九
璃

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
ら
・
民
曜
掲
之
民
(
諏
訪
町
〉
九
十
八
繭

た

。

・

轟

口

徳

次

郎

(

小

鍋

島

〉

九

十

八

揖

ζ
の
あ
と
、
市
長
は
九
十
八
鼠
以
上
・
磯
崎
コ
ト
(
千
石
何
時
〉
九
十
八
萌

。
人
糧
法
揮
栂
談

{
9
月
初
日
弔
問
〉
、
初
月

4
8
(
6

0
行
政
苦
情
相
桜
戸
刊
日
時
1
日山時

。
一
睡
法
樟
梅
談
ぬ
月
6
日
〈
京
)
、
ぬ
月
立
臼
ハ
火
〉

予
約
鎖
〈
電
話
で
も
可
〉
、
日
時
i
M持

。
宅
地
建
物
相
談

9
月
幻
自
信
由
、
お
時

1務
時

予
約
制
〈
世
話
で
も
可
〉

。
一
登
記
、
棋
託
、
澱
癒
掴
談
均
月
H
百
ハ
晶
也
、
内
同
時
fvm時

。
住
宅
福
談

9
月
初
日
〈
火
U

、
臼
時

im時

ハv
窓
糊
年
金
椙
綴
叩
月
刊
M
H
口
〈
木
)
、
問
時
itN時

。
一
雄
前
震
掲
制
割
程
日
市
た
だ
し
、
+
癒
告
は
ロ
時
ま
を
、
日

闇
・
祝
日
は
酪
く
V

O
消
費
隻
届
棉
談

9
月
間
山
百
円
金
〉
、
初
日
〈
金
〉
、
ぬ
月
7

日
〈
金
)
、

mw時
f
お
時

。
発
明
帯
寮
緑
許
栂
談

m
R
3臼
(
月
)
均
時
f
日
時

ご利用を
車
問
少
年
相
談
窓
〈
開
廷
セ
ン
串

j
i
t
i

一一階〉
鈎
!
七
三
一
一

月
1
金
曙
岳
9
時
j
お
時
土
隠
日
は
な
時
ま
で

一

議

後

会

舘

お

j
ニ
一
司
一
三
一
品

〈
〉
、
以
前
ご
と
相
談
毎
週
月
醐
臼
(
鱒
瓦
控
除
〈
)
、
日
時
5
お
時

、
む
母
子
治
談
毎
遺
万
i
金
曜
日
、

9
持
1
話
時
却
分

八
〉
家
庭
先
盤
相
続
毎
週
月
i
金
闇
日
、

9
時
5
話
時

〈
〉
高
齢
者
輯
難
措
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
間
剖
分

ι問
時

、
土
閣
百
は
ロ
時
ま
で

。
老
人
相
談
怠
毎
週
火
・
木
闇
百
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
)
、
午
前
始
時
i
ロ
時



一

号

線

円

九

時

現

地

着

手

は

952一
宮
幻
一
一
一
一
円
喜
一
五

の

修

繕

工

事

一

読

缶

詰

詩

九

日

一

土

地

区

画

整

理

肝

心

計

十

滑

れ

村

山

γは
一

日

目

必

一

ヱ

時

間

同

九

円

均

一

j
j
訂

一

二

三

一

仁

一

の

登

記

が

完

了

縄

か

ら

一

一

討

の

主

主

道

路

境

界

融

一

重

量

一

抽

選

車

、

桂

源

地

p
八

千

代

一

真

田

と

j
金

目

一

横

車

喜

務

局

平

塚

出

瞳

警

は

路

建

誌

は

は

刊

誌

持

一

れ

は

特

許

灯

時

当

日

目

白

晴

れ

れ

日

目

一

日

村

山

村

山

町

居

名

裏

し

に

町

一

錦

町

古

語

れ

同

町

長

一

都

市

計

画

道

路

一

軒

目

組

問

問

問

山

町

四

日

村

議
災
害
を
杢
ぎ
し
や
す
い
。
ま
た
、
車
こ
の
場
合
、
ど
っ
す
れ
ば
よ
い
か
0
・

管

長

V

喝
さ
ぜ
る
ζ

と

に

な

る

。

一

面

白

石

ず

る

E

一
新
た
に
平
塚
都
市
計
画
道
路
と
し
て
一
に
よ
る
禁
認
弐
八
月
十
九
日
に
琴
J

M

の
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
な
ど
、
日
常
盗
事
道
路
を
四
日
以
上
長
げ
ら
時
、
道
路
の
幅
は
、
一
子
長
一
な
お
、
通
知
書
が
居
か
な
か
っ
た
り
一
ヱ
事
期
間
中
、
大
変
色
迷
惑
垂
お
か
一
上
富
甫
金
目
轄
と
大
担
駅
前
真
個
展
一
し
だ

間
生
落
に
も
木
自
由
な
ζ
と
が
あ
る
。

ζ

な
け
れ
ば
、
重
量
改
築
は
で
き
な
と
な
る
が
、
な
お
、
野
ま
官
民
、
言
醤
の
誤
り
や
疑
問
点
が
あ
っ
た
り
亨
る
こ
と
に
な
る
が
、
合
協
力
主
一
の
一
一
路
索
、
八
月
二
十
六
日
付
け
神
一
語
、
換
地
処
分
公
害
翌
日
か
ら

仰
れ
ら
由
君
主
、
建
築
基
準
法
高
品
、
現
状
が
四

M
に
満
た
な
い
場
合
五
十
室
長
い
固

ζ

白
部
分
に
っ
と
し
た
場
合
は
、
市
計
画
課
住
居
費
言
語
い
し
た
い

D

支
川
県
雲
第
一
一
六
九
辱
に
よ
り
講
一
停
止
さ
れ
て
い
た
主
事
業
施
行
地
区
内

枯
道
路
の
湾
内
四
肘
以
上
と
決
め
ら
ふ
れ
は
、
新
築
や
増
改
舗
の
際
に
、
前
面
白
て
は
、
反
対
関
白
方
が
、
新
築
、
増
改
一
昔
(
雲
間
お
二
一
一
内
鶴
田
三
一
マ
工
事
名
平
環
舗
柏
町
鐙
楢
工
事
一
決
定
さ
れ
た
。
一
の
不
動
産
に
関
す
る
登
震
は
、
解
除
と

荊

て

い

る

。

道

路

の

中

心

縮

か

ら

こ

肘

の

と

ζ
ろ
を
製
す
る
と
き
に
踊
歩
広
げ
る
由
宇
待
た
一
(
)
)
へ
色
連
絡
を
。
一
マ
期
間

0
0
月
お
白
か
ら
一
日
年
2
月
れ
一
問
い
合
わ
ぜ
は
、
南
計
画
課
計
回
開
一
な
っ
た
。

境

な

ザ

れ

ば

な

ら

な

い

。

問

い

合

わ

ぜ

は

、

平

境

問

区

圏

盤

璽

一

同

議

開

①

寄

与

え

②

の

と

お

担

、

五

十

(

電

話

引

一

同
γ
蝿
問
返
し
た
と
す
る
と
、
後
退
し
た
部

分
の
土
地
は
ど
τ
つ
扱
わ
れ
る
の
か
?

カ
蓄
え
③
売
却
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、
市
が
、
平
方
が
当
た
幻
二
万
四
千

円
以
下
で
取
揮
す
る
制
度
が
あ
る
。

ま
た
、
間
定
資
窪
田
制
(
土
地
)
由
歳

免
の
場
用
、
私
道
め
整
備
及
び
勘
成
に

関
す
る
制
度
な
ど
肇
明
制
度
が
あ
る
。

Ilo--olio--
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れ
ま
で
、
h
u
r
u
歯
の
痛
さ
を
味
わ
っ
た

事
が
な
か
っ
た
私
は
、
そ
の
時
初
め
て

こ
ん
な
に
捕
い
も
の
だ
っ
?
の
か
と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
む

し
癒
を
こ
の
ま
ま
ほ
お
っ
て
お
い
て
は

い
け
な
い
と
患
い
、
お
も
い
き
っ
ア
歯

医
者
へ
行
き
ま
し
た
。
治
相
席
も
都
、
わ
り

に
近
づ
い
た
ζ

ろ
、
先
生
に
き
ょ
う
正

し
た
方
が
い
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

む
が
小
さ
い
の
で
、

(
訟
原
小
4
勾
〕
…
年
〕
、
安
心
晴
英
(
岡
崎
小
6
年

〕

、

帯

を

対

象

に

二

世

帯

一

人

以

上

」

マ
入
選
飯
高
真
由
貴
(
松
延
小

4
一
樋
口
問
苧
(
金
阜
小
6
年

〉

、

小

泉

冒

呼

び

か

け

た

と

こ

ろ

、

一

}

芋

豆

ハ

十

六

年
)
、
撞
田
貯
(
な
で
し
こ
小
4
年
)
、
一
事
(
吉
沢
小
5
年

)

人

が

害

加

し

た

。

山
田
渡
子
(
相
模
ぶ
4
年
〕
、
調
藤
め
一
門
第
殴
部
}
中
学
校
「
八
月
二
十
八
日
午
前
九
時
一
二
十
で
し
乙
小
学
校
校
庭
支
平
塚
市
組
合
部
訓
練
は
、
九
時
一
手
分
サ
イ
レ
γ

ぐ
み
(
山
下
小
3

5
、
伴
由
紀
ヱ
マ
慢
芳
小
山
一
裕
実
(
(
山
城
中
3
宅
護
地
方
に
大
規
模
な
地
怨
が
尭
練
(
発
災
対
話
)
が
実
施
さ
れ
た
。
合
間
闘
に
、
宇
一
防
災
組
畿
の
み
を

(
皆
醤
小
4
時

〕

一

持

制

高

(

耳

け

日

野

中

2
年
〕
一
生
」
と
い
う
認
定
。
も
と
に
、
な
な
で
し

ι地
町
民
ニ
エ
七
百
五
十
一
世
於
初
期
消
火
叫
訓
練
と
避
難
訓
練
浄

翠

一

翠

小

学

校

?

喜

一

マ

入

送

車

野

裕

二

〔

土

沢

中

生

、

…

ぃ

、

腕

い

手

時

か

ら

な

で

し

元

マ
髄
芳
畏
島
宇
チ
(
大
野
小
5
年
)
、
一
樹
山
ゆ
み
子
〈
江
市
闘
中
1
年

)

、

武

楽

一

校

校

庭

で

、

民

飾

品

、

ト

ラ

ッ

ク

石
崎
ん
ミ
子
(
山
川
下
小
6
托

〉

一

品

宏

(

県

{

田

中

ー

さ

、

山

県

美

和

一

金

、

建

設

業

協

会

、

マ
入
選
久
保
田
真
紀
子
(
み
ず
ほ
小
一
〈
大
住
中
1
年
)
、
京
憧
惜
莞
(
中
間
出
一

5
年
)
、
上
野
島
東
子
(
自
-
士
見
小
6
一中
3
年
)

ケ

テーマ 進めよう地域福祉を

。期間 宮月初日〈金)~10月 4 母(火〉

午前1日時~午按E時まで

国 10月 4臼〈火〉は午按3静まで

た
建
襲
物
(
門
、
堺
な
ど
を
含
む
〉
は

建
興
基
準
法
に
よ
る
と
違
反
と
な
る
。

新
築
や
増
改
築
田
際
に
は
、
間
肘
道

路
を
判
来
確
語
障
官
き
号
壬
フ
に
む
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

役窓表示案内図

弘樹倒

市への1::，接見や喪主章、苦情などがあったら

お童話援にお出?わけを。

とき 9月22怨(氷)

'1盛時-1耳障 棋島公民館

• 1必時-16時 大島望書膿セジタ』

く〉会場市民プラザ

@市内需宵鶴田協力により10月 2日仁田〉午

睡 1時から 4時 30分まで、会伝符者天国におい

て「子棋ふれあい広場j を 関 心 雨 天 中 止

主韻平壌市社生福祉協鱗金

3君事

とき 宮Jl29自〈主主〉
.1世帯-1耳時 ゴ淑日自治晶熊

'141稽'-16時 間時公民館

とき 10月6B (木〉
.1銭時-211時 金沼公'll¥銀
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金自公民主宮

主吉沢公~宮

誠公所青少年広場

民活北公民潔

療費公民鎗

重量E!l公民館

甫際公民溜宮

O
:
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
指
定
し
た
平
欄
世
間
生
き
が
い
事
業
聞
は
、
今
年
で
一
辺
年
目
を
迎
え
た
ロ
現

0

0
在
、
金
員
数
は
五
百
一
一
平
人
と
な
り
、
事
業
も
順
調
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
b議
齢
化
社
会

O

Oi
へ
と
進
む
な
か
で
、
お
年
寄
り
の
社
会
審
加
と
比
宮
さ
が
い
を
高
揚
し
て
い
く
に
は
、

ζ

白
生
き
が
い
事

O

Oi
業
闘
の
索
た
す
控
割
に
、
よ
れ
J

一
層
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
く
も
由
と
風
写
。
そ
と
で
、
己
れ
ま
で

O

O
の
実
舗
を
中
心
に
事
業
留
の
活
動
状
況
空
紹
介
す
る
。
今
按
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
白
色
理
解
と
む
協

O

O
q
力
を
お
願
い
し
た
い
。

平
塚
市
田
友
好
都
市
・
飛
騨
高
山
へ

お
座
敷
列
車
「
平
理
市
民
号
」
空
運
転

す
る
こ
と
に
な
り
、
書
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

マ
日
程

M
M
月
n
B
(土
〉
午
前
6
時

泊
分
平
城
発
お
聞
は
敷
邦
軍
で
出
発
。
名

古
屋
駅
か
ら
競
光
パ
ス
で
飛
騨
鐙
品
な

ど
を
見
学
し
、
高
山
市
内
で
一
泊
。
翌

お
日
(
日
〉
は
高
山
市
の
名
物
朝
市
な

ど
を
見
学
、
特
組
な
だ
4
号
で
高
山
を

出
発
し
、
名
古
屋
駅
か
ら
お
距
離
弼
単

で一帰る。

マ
費
用

1
人
一
一
一
万
一
八
千
八
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
頭
酷
平
壇
絞
旅
行

セ
y
h
m
l
(篭
語
幻
i
二六一}門)〉

計量器の定鍛検3華
9月30臼 ム農協土沢支所

IOJl 3日 ム農協同時支所

A農協金思支所

10月 4白 金容公民館

10月 5臼 ム誠島公民館

A豊田公民館

10月 6日 農協神間支所

10月 7日 大野公民館

10月11臼 農協組支所

10.月12日 農協中原支居

10.月 13日14日 平語競輪場

10Jl17日 合同庁舎

10Jl18日 松庫工ノ'J¥学校

10月19日 花京公民館

10月初日、 21日

富士見公民館

10Jl24日、 25沼、 26日

見的自体育館

e棋王正時閣は、午前9時30

分-11時30分、および午接

1時-3時。ム向日は午前、

A印は午按りみ行う.

・問い合わせ先市街工課

床下薬剤散布沼程
9月16臼青輔自治虫、

真田東部自治企

9月17日千須谷自治会、

坪之内自治虫、

根下自治会

9月 19日 中久楳自治会、

北久部自治会

9月20日堀之内自治会

9月21日-22臼
真田西部自治会

9月24日大久保自治会

9月27日太田自治会

9 Jl28司-29日片岡自治会

9月初日広]11自治虫

住民異動届は、選挙、就学、国民年金、 E富良鍵康探

険、予防接種、印鑑霊lEfi耳などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14臼以内に届け出を

刊してください。
/、 総紛れjパ犠蜘 履け出には、そり方向、 住 所 、 異 動 し た 年 月

;¥， ¥ ¥ i 'K~， 日、従前の住所等がわ7う当るようにし、本人または投帯

λ 、-';11A L一一一一二~主帯が届け出ることになっています。
〉き主務 ぐよ うその壊け出をしたD、正当由理由がなく届け出を

ムーよニニこヨ rY お ζ たった場合は遜棋が斜せられる場合があDます。

之江--_ェ=二=プ μ 出担当市民課市民異動係〈電話23-1111円融234)

観主モソ《スで市内泊施設をむ案内します。

今聞の日程、コ」スは次田とおtフです。お誘い合わせで

む委参加ください。ノム人童文ならグループ参加も可。

E字書署健沼 ①10Jl <1 B (火〉 ②10島11臼 (火〉
食 所 要 時 閣 午 前8時30分(集合〉ー午後4時仁解散〉

官コース①コースく101寺4日〉 教育金書官 (50周記念

眠留〉 大神環境構生セジター 白帯主主 "びわ青少年拍

車く昼貴〉 電々公社中塁属 議場。昼金は各自持婁

②コースC10Jlll日〉 図帯舘仁50.周草葺L念映箆〉 粗

大むみ破碑処理場下方CJI11濠揚 e北部学校給貴仁屋貴〉

土盤霊童図競輪場 。結貴代として 18が号Z、要

官静JJO翼椙市内在住、在型的、在学の方。

官応募主主復ハガキに、委参加希望者の住所、民名、年齢、

霞話番号、希望コ}ス〈φか②〉在記入し、 9月22日
仁木〉までに申し込んでください。(各員謹針。名〉

会申し込み先 「平お4平塚南浅間町9-1平器市投主好広

報諜J電 話23-1111(肉親315)



すこし晶せった感じの体あたりボレーアタック・ブロックの応酬瞳康的な躍動が聾しい。晴一杯走るパトンリレー

第32@平塚市災総合体育大会

平
壇
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
察
典
と
い

え
る
平
署
市
民
総
合
部
育
大
会
が
、
九

月
四
日
(
臼
)
、
十
一
日
〈
臼
)
の
両

日
に
わ
た
っ
て
関
か
れ
ま
し

P

、

同
大
会
は
、
地
区
対
抗
競
技
(
地
氏

陣
育
振
興
会
単
位
)
で
、
平
塚
市
亡
最

も
大
き
な
ス
ポ
ツ
の
催
し
で
す
。
今

年
の
正
式
種
百
回
数
は
十
五
。
事
加
延
べ

人
員
は
、
約
一
一
一
千
四
百
人
に
も
な
り
ま

す
。
(
同
大
会
に
は
、
得
点
白
対
象
と

な
ら
な
い
水
肱
、
空
手
な
ど
の
公
開
種

目
も
あ
り
ま
す
)

組
4
u
悼
育
大
会
は
、
ス
ポ

i
y聖
愛

評
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
車
に
一

回
白
、
自
分
の
力
を
設
す
チ
ャ
ン
ス
。

賎
暑
白
醸
し
い
九
月
四
円
口
(
臼
〉
、

大
会
の
操
子
炉
~
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま

し
た
。
乙
の
日
は
、
カ
メ
ヨ
を
持
っ
て

立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
汗
が
に
じ
ん
で

〈
る
墓
さ
。
ま
ー
レ
て
、
競
投
を
す
る
選

手
た
ち
は
汗
で
ピ
ッ
シ
ョ
リ
。
で
も
、

会
事
に
流
れ
る
そ
の
汗
は
、
と
て
も
さ

わ
や
か
に
臨
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
、
い
き

い
き
と
し
て
、
は
つ
ら
つ
な
印
象
で
し

た

妨異をつけてのl'lA苧の試合

盟
-10月は第1.第4月曜日一

自自に利用できます。〈期料開放J

開放機自 e 卓球、パドミントシ、パスケット、

軟 式 庭 環 cl~4時〉、パレ- C4~8 時〉
民各種笛とも、ラケット、シャト)!-、ポー)!-

地必ず寄自持審査. ぽ汗警銀には用意して

あ!Jません/)

2 月 26日(11)午後 1 持~8a寺
1M3臼( 月 〉 グ

10月248(月〉グ

i草書却ので書る腕装で要参加し、上ば書用由理

事盟申コ者用意して〈ださい。(銀内は土足踏
指溢母曹腰慾錨31一主主自古

ii宮
き 10，EJ16自(羽〉

エ王午~午後S時

ところ中心筋 l苫街

錦j苫の出l審査募築

手づく!Jo品、趣味の'""軍用品の

なんでも即兜鍵示発費でもよい Eた
だし、ブロはおことわ担〉

。締め切明 書月248C土〉

合問い合わせ・市民市翼行畢輯晶

〈笥童話21-6474 平壇商ヱ金聾所

内〉

-地域づ<!J課電話23-11日間鮪

244 

ヒ

住宅統計調査に協力を/

10月 1日現在で住宅統計調査が実施され

る。 ζ の調査は「住宅の国勢調査j といわれ

る大規槙な調査で、私たちE生活のま基盤であ

る住宅の状況をgJjらかにするとともに国や県

'市の住宅建設計閥、都市計溜などの買輯と

して広〈利用語れる。平車市では65∞世帯が

調斎の対富良となる。

9月下骨から、調査員が訪問するのでと協

力を。

問い合わせ 市輯務課統計調至霊碑



小説・文学

迷走地鼠上・下巻 松本情張

わが人生観 上井靖

生吉て行〈私上・下巻宇野千代

自分むつ ζ 静丹十三

そうそうそうなんだよ山111静夫

黄色い電車 膏畠莞幸

鬼女伝説殺人事件 主主回箆親

スクラップ・ストー1)- 伊遼一行

ロマ木スク'"飛ぶうつわ佐賀郡男

クレジットリ受ニック 玉木英治

雪虫自女 風見玲子

露外の歴史小説 蒲生芳郎

国文学の論と国語教室 加藤富一

歌輯句輯 ノト主主葡弘

塁突腫・生，雷

折々由記 松下幸之助

ラストシ』ンり夢追い 地授庄太郎

中島みゆき白世界 谷111世太郎

離婚拍車晴 海合恵子

童謡子の座布部 量輸ilIl宏

乙 ζ らでピパーグ 内田良平

学ぶこと生きること 猿橋勝子

提へ白贈りも白 窪田高瀬

女心雑学ポジェット 前田幸子

ベスト・ショッピング 小池雄一

ヨ}ロッパ費宜滋り 佼京駅生

クルマでキャンプ/ 加瀬正宏

血液型人相占い 大熊茅揖

社 金 制宇その抽

女性管理職の時代 菅原高理子

日本の震構した臼 輔自邦費

撲は犯人じゃない 槌下一雄

ζ れが光産業革命 堤住民

党せい剤中富 佐藤光源

Yブトロェア入門 詞部会長一

景罰探[貞樹入門 赤羽隆夫

1d童を~る会「月を~ょうJ

告が始まるころ、貰自主Eに帯電月が昇る。議

遠鏡を使って、その器部を観聾する。

・臼時 9月22日(木)18時-20.時
・会場 料学教室て重参加自屈コ

1r特務展「現代a:tiE盟主J
現代田本闘を中心に、山本丘入、岩構英江童

堀文子、近藤弘拐など、後れた作家11人白

作品を紹介する。(入場無棋〉

ー期間 10.月 lE1 ζ土)-10月14日仁金〉

・金揚 特別展示祭

すま緩観察会「窮然新裏書を作ろうj

野外で自然観聾したことを、文章とスケッ

チで記事にし、新筒形式でまとめる。

期日銭月第2、 第4土植田

・時間 14時-17時
・場所高麗山、金呂I11、相模川など

・申し込み 日程農と議参加のしおbを配布し

ている。郵送時望者は， 6昨司切苧開封のう

え串し込みを。

会昨輯日 毎週月韓日、月末、 9月23臼、 10
月 10.臣、 lo.Jl11日

合博物輯 干254浅間1lIT12-41霊童謡33-5111

t一一~一一特別幾重量期間一一~ー~つ

j 図書館関棋の点検と、館内整鰐のため i 
j 次の期閣が休館となる.1::了承在。 I
I 9月27日仁火)-10.月10.尽く月) I 
( 

合こども峡翻会

・日時 10.月16E1(臼)1ぴ時、 14時
・金場 3揮者ホ}ノレ

「たぬきのいる!l1JJカラ-52分
やきもの一筋に生古るおじいさんと、妻家族

自心的すれ違いを、子共たちが教う心串たた

まる物語。

女誘著書週間狭濁会

日時 10.月23(日)10.時、 14時

(6) 

出万E自民壇市営住宅

ふじみ野田地聾会所

海宝寺

9月16目、初日、 1o.Jl14日
9月 17司、 10..月 lE1、 15E1

9月初日、 10..月 4録、 18日

9月初日、 10.月 4臼、 18E1

9月21日、 lo.Jl5目、 19日
9 Jl22日、 1o.Jl6目、 20臼
9 Jl22目、 10..月 6臼、羽田

10.月 7目、 21臼

同輩出公民館

京田村ちびっ子広場

左記島公民館

出岡崎公民館

民金問公民館

土屋小学校

民吉沢公民館

京松延小学校

金毘!lぜ学校

国みずほd活学校

9月27日、 IOJl11日、 25日
9月27日、 10.月11目、 25日
9月28日、 10.月12臼、 26日

9月29日、 10.月13目、 27日
9月29目、 10月 13目、幻自

1r新翻のご利用を

車耳目、毎臼、競売などの一後匙紙、広報ひら

て二炉、ミエコミひらつかをはむめ、湘帯新関

など田郷土浦託ゃ、政党新腐なと、 38紙をそろ

えている。

・1潜新関関覧コ}ナ} 当日の新樹、郷土

紙、政党紙が輔えてある。

• 2燈貸出蜜当臼以前田)般紙(l年以前

むも由は縮語版〉が鷹いである。

・3階事考察最新号以前田郷お紙、朝日、

毎臼、読兜各地方版のマイクロ版などが盤

いである。

なお、新駒田費し出しは行わない。必要望事

所については、コピー (B4判 1枚3明"3)り

と完封JF躍を。

-潟設時間世主13時30分から14時30分まで。ただし、

ふじみ野団地襲金所は14時から15時まで。間却は15
時から16時まで。雨天のときは中止となる.

食休棺回 毎週月輔自、 9月23E1、月来

食器軍書聾館 宇 254浅潟町12-41貧富議3ト-0415

会人彩感j誘習会

子供金や文化祭などで、編広〈活用で書る

人態劇a 主基添諦勺揖昨在覚えれば、だれでも苧

経に扱える人形の製作から上演まで。

-耳耳目 lo.Jl21日-11月18日 (11月 4白老徐

〈窓i腫金曜日〉および11月 6目、 IlJ宅23E1
・時間 18時3自分-21時 01月 6呂、 23自は

9時 30分-16時 30分〉
・揖嘩人形劇団ひとみ殴

・対象曹年、一台S. 30人
・材部費興費

・申し込み電話1J'lC::.来館者。

*77'ミリーヴヱステ 1Jt!t.. 
かながわふるさとまっ担仁入場自由〉

・耳耳目 10.月22臼(:t)、 10月23日亡日コ
g 内容槙探扇、子棋プラモデル、野菜即措

音讃発費、""'.手書在的まiJ'

1母体鯖尽 億週月盟日、 9月23日、 10.月11日

食青世年金箆

平'254浅閤町12-41欝慾32-102宮



離購墾藍聾蘭書華聾霊襲

轟轟覇麟謹聾醸轟轟

翻曜鶴蕗車騒轄著書

豊富盛場探i瞳セジター

爾受付午後 1 時~2時

麹母子健第持幡本f時・期j冊と軍記用

具を持参参 (3か月胞は本時四み〉

[3か月児1
10月 5日 58年 6 月 1 日 ~10臼生

10月19日 58牢 6 月]]日 ~20日生

10月26日開年 6 J'l 21 日 ~30日生

[3麓児1

10.月 6日 55年 8月 1 日~1O日生
10月初日 55年 8 月 118~20日生

10月258 55年 8 月 21 臼 ~31日生

第386号(7) 

この毘務署警告晃やすい所へよ予酷接種9月カレンダー
予紡接種の時間

午後1時3ωうから3時まで。封印

柏会撞批午後2時から 3時まで。

10月中に 8か月から満1薗になる

お子さんを対象に関〈。

翠会場平塩慌鍵所講堂

盤日時 10月14日午控1時30分から

薗母子鍵康苧蝿と筆記局異を持番

豊富対象 2歳 6;0'月までの乳幼児

議会場平壇時鍵所

額百程 10月 3目、 17日
盛時閣午前 9時~10時30分

怒申し込み電話で平壇揮健所 (32
-0130)へ予約するa できるだけ先

に乳幼児歯斜教室巴受講を.

民間崎公箆館

68 神田公民館、援金田公民館、

国指島公民館

7日 福祉会館、横内公民潟

128 旭北公民館、国章表団公民館

13日 銭樺金銭、大聖子安キ民館

14日保鍵センター、

出中央農協土IR吏所

麹韻 1期 3回受ける

・対象 2歳 (24か月〉から 4歳(48
か月〉までの名品目。なお、接種間婦

は 2回、 3回とも 3週間から 8週間。

趨第2期 l回受廿る

・対象 第 1期の 3回目が終わって

か ら l年以上 l年 6か月以内の期聞

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第2期もなるべ<4揖までに

終了するようにしていただきたい。

【9月]

28日 中原公民館、金回公民館、

国岡崎公民空官

29日 神田公民館、援金田公民館、

演説島公民館

30日深鑓センター

860円
882月
887円
255内
289河
209円
257河

164月

173月
178月

5，157月
1，532円

豊富対聾 接種当日に構12か月を経過

して72か月未満の幼児。

翻撞穣方法開業展開読で年聞

く7-_ 8月を除o を通じて接種で

古るa 接種目は底部とむ相談者。

3 kg 

65回無lJ>'

9 有1):;/

上自 1増

70011 
帯ブフ掛 1kg 

1 Qパック

65m4個入

屑 100"
MI0儒入

10m8 

18Q記遼

と
苦
に
は
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関
ま
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る
の
も
あ
る
@
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む
ま
す
〈
有
料
)

の
や
で
、
む
T
承
い
た
だ
曹
た
い
。
マ
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド
、
K

A
V
本
南
口
問
澄
掛
槽
報
は

(
7輯
用
)

地
域
づ
く
り
諜
市
民
相
談
偶
(
議
謡
@
譲
っ
て
く
だ
さ
い

幻
l
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一
)
門
v
三
面
韓
、
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
シ
ン
、

み
な
さ
ん
の
と
協
力
で
、
問
い
合
わ

φ
菩
L
あ
げ
ま
す
〈
無
料
)
蔵
庫
、
ピ
ア
ノ
、
子
供
用
自
転
車
、

一
一
話
が
非
常
に
増
午
え
て
い
る
。
た
だ
マ
歩
作
詩
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
ー
人
用
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

み
な
さ
ん
か
ら
め
問
い
合
わ
せ
の
パ
ス

砂輔
さt:ラダ油

小麦睡

しよう抽

トイレット
ベーノ<-

稼肉

鶏卵

プロパジ

灯治

住鷹番号の付答申し出をして

-平憲市では「住所をだれでもわかD
やすく Jを思揮に、住居費示制度を

昭 和39年から実施している。この住

居費示区域では、地番在住所として

使用する己とができないので必'，:1"住

居番号の付番を申し出ていただ吉た

ν、。
・住居番号は「住所Jと名のつ〈すべ

てに使用する大切なもの。

民詳しいことは、市民議事ぎ溜偶"'o埠い

合わせを。犠話23-1111内融229



実空管金 25FZ害事説者主需諒察官れ喜男
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遼売事正君通品

き量355t

マ
お
題
離

す
林
道
婆
額
①
未
発
費
由
自
作
目

軟
で
一
人
一
首
と
す
る
。
①
用
紙
は

半
紙
と
じ
、
毛
舗
で
自
欝
ず
る
。
③

病
気
帯
で
他
人
が
代
揮
す
る
揖
合
は

手
あ
溜
由
安
感
え
る
。
@
瞳
式
は
、

半
紙
を
ニ
つ
訴
れ
ど
に
し
、
開
い
て
右

半
密
ιお
顧
と
薮
、
十
ι半
間
に
郵
便

零
時
、
住
所
、
氏
名
ハ
ふ
D
が
な
)
、

生
草
月
日
、
職
業
〈
異
陣
旬
L
〉
老

骨骨〈。
マ
締
め
鈎
り
ぬ
月
日
H
日

マ
申
し
込
み
平
湖
東
京
都
千
代
間

区南
T
代
田
1
番
1
号
宮
内
庁
、

〈
封
筒
に
教
嘩
歌
と
欝
〈
〉

一
平
塚
市
福
徒
大
会
を
一

こ
の
ほ
ど
、
平
田
晴
市
社
会
福
祉
大

企
白
日
程
が
決
ま
っ
た
.

V
日
時
間
山
丹
羽
臼
(
臼
〉
午
按
1

時
ぬ
分
か
ら
4
時
初
日
刀
ま
で

マ
ム
出
掛
平
明
暗
市
民
セ
ン
タ
ー

一
様
い
沼
崎
出
品
ん
庶
募
金
一

十
月
一
日
か
ら
会
開
闘
で
、
赤
い
現

壇
共
同
募
金
運
動
が
費
臆
さ
れ
る
。

C
の
募
金
は
、
社
品
目
福
祉
に
世
立

て
る
も
由
。
運
爾
期
間
中
、
地
区
役

員
や
奉
仕
者
四
万
が
伺
主
的
で
、
色

協
力
を
お
顛
い
し
た
い
。
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マ
県
共
闘
募
金
金
平
塚
市
支
部
〈
福

祉
会
舘
内
・
稽
話
お
i
一
三
七
台
〉

V
A同
踊
東
寵
大
学
期
間
世
骨

守
護
路
先
東
海
大
学
期
間
百
八
ム
関
セ

ミ
ナ
ー
委
員
会
(
電
謡
樋
i
一一一一

一
内
融
一
一
一
一
九
六
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平
揖
商
工
会
輔
副
酎
で
は
、
市
福
門
高

工
業
者
由
実
態
在
韓
録
し
た
磁
工
名

鑑
を
作
崩
ず
る
ζ
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っ
た
。

ζ
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め
、
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澄
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鷺
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る
ζ
と
が
あ
る
。
ぜ
び
む
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。

・
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壇
商
工
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諮
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4
1一一

五一

O

マ
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9
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時
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マ
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9
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附
品
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午
控
1
時
か
ら
3
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マ
エ
イ
ド
補
聴
器

9
月
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回
(
金
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午
前
日
時
か
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マ
ム
同
崩
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街
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7
問
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先
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更
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東
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講
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マ
m
N
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7
B
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「
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ー
ボ
ー
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マ叩同月刊
M
臼
(
水
〉
「
小
田
急
電
鉄

と
地
域
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企
」

円

v
時
間
午
桂
4
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b
F
6
時

間
四
分
ま
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〈
入
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無
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〉

平
援
割
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箸
で
は
、
庁
舎
の
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築
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事
を
行
う
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と
に
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。

ζ
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た
め
、
4
1
一
一
月
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は
駐
車
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使
用
で
議
な
い
。
む
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力
者
。
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捻
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〈
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は
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ず
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口
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問
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に
隠
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と
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。

マ
B
時
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月
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(
金
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午
控
1

時
初
日
刀
か
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3
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ぬ
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ま
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マ
ム
掴
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曜
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マ
問
い
合
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藤
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務
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横
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財
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〈
電
話
。

四
五
T
六
八
一

O
九一一一一)

道路中揖選i立公共施設。みんな守注意しよう

県
平
塩
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主
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セ
ン
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ー
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情
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騎
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。
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マ
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同
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マ
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誼
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マ
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先
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謡

n
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δ
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一
抽
唱
域
課
懇
学
習
会
を

相
模
川
の
整
輔
、
利
用
に
つ
い
て

の
地
域
課
題
学
習
会
が
関
か
れ
る
。

マ
期
日

9
月
初
毘
〈
火
)

V
A
M
損
控
幸
町
山
浄
水
踊
ほ
か

マ
封
龍
平
壇
、
茅
ヶ
崎
、
寒
川
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住
四
国
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以
上
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方
開
人

マ
申
ん
込
み
龍
詣
で
県
臨
南
地
区

行
政
セ
ン
タ
ー
県
民
諌
(
電
語

n
l

二
七
一
一
円
輯
六
0
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一
労
働
問
題
専
門
講
座
一

マ
期
日
羽
月
5
日
(
水
)
か
ら
日

月
9
日
(
水
〉
ま
で
白
初
日
間

マ
時
間
午
佳
6
時
か
ら
8
時
ま
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マ
ム
出
場
県
相
南
労
臨
セ
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タ
i

マ
受
講
料
一
千
五
百
円

マ
申
し
込
み
先
県
期
間
品
目
醐
セ

y

犬・ねこの巡回収容

10月 1臼〈土) 10Fl 8日 E土〉

9 '00 神田公民館 9 '00 松原公民館

9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館

9 '50 豊田公民館 9 '40 花水公民館

10' 10 棋島公民館 10'00 富士見公民館

10' 30 金田公民銀 10' 30 中原公民館

10・50 開谷公民館 10' 55 旭公民館

11'10 金自公民館 11マ 15 吉沢公民鰭

はじめ多〈の人が支持したむで、

数府にも大きな檀滞在与えた，

松方語家iJ'.大重量の輯地在所持して

いた喧〉は、代々筑間部こ長じ有t

金在費してはその置としてま却を

取って蜜いたζ とには遣いないが

それよりも、む戸時代田度々の触

れ昌吉によって、地柑では遠慮な

〈流し、取り主の所有にしていた

由に、高士対はその恕特な村法に

よって、たとえ間十年続ても流絡

にならなかったためである.

地租改iE.地券発行に療して愛

宕輔門は、 ζ の覇地の地券名蟻は

輯取!l封こするを~当とし、村役

人や!日村役人にはかつて、村金品

質取lJ主名犠にするζ とにした。

乙れでは絞り主田所有になって

しまう由で、農民は家知せず、法

帝どおり所有者名織にすべしと主

張したが、長右需P申立村役人や近

在の役人を主主き薮人とし「金さえ

持書すればいつでも請け返させ

る。約束在違える者があれば私が

承知しない。君主が違えれば私自蓄

を取れj と確約した自で、幾民た

ちは「あれ議いう;0当らには、まさ

iJ場勺策は違えまいJ と判断した@

C文事費 臼井弘))!(指たず担I式市

党繍君主九輯仁費量欝32…鵠43)へ.
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(1) 

晶
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か
い
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と
こ
ろ

/
J
勘

第31回定期演奏会

10月29日〈土〉
簡潔午後6時 30分

ところ市罰センター
申申し込み方法入場輔望者は、 10.月初日までに往復

はがきで市民セジターまでお申し込みを。 て入場無

輯〉

，平塩市平車新宿 930軍駐也 市民センター

(電話32-2235)

きと

。巡回日程/9月 19臼〈月九輔-15時日産車

肱/9月24日仁土)10時-15時ダイクマ〈しら

さぎライオンズクラブ)/9月29日 E木)1α時~

15時平揖江南高杉(/9月30日 E金) 9時半-15
時平場農業高校/10月 2日 E臼)1α時-12時
みずほ小学校〈金目地区〉・ 13時 -15時前涜プ

ラザ煎〈なでしこうイオンズクラブ)/IOJl88
(:l:)ぽ時-15時四之宮花向観音r四之宮地区〉

/10月 128(京)10時-12時首向特殊金属工業

・ 13時-""15~王寺 日本エアーフィルター・ 10<時-15
時駅北口

一一ご協力ありがとうございました一一
住友重機揖工業49人、市哲吉努 112人、農協教育

センター39人、平車中郡薬剤邸晶 103人、日麗車

悼 179人、県合間庁舎37人、金問地区49人、港地

区56入、訳北口 、 195人、三三共 112人
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